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朝日新聞の購読料は
口座振替で
・手数料は一切不要
・手続き簡単

ＡＳＡ

詳しくは最寄りの
ＡＳＡへお問合せを
・専業従業員
・婦人パート
・学生アルバイト

従業員募集
　

鎌
倉
朝
日

　　　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　　　
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

答
案
用
紙
見
て
と
抱
き
付
く
子
が
お
り
て
ネ
ク
タ
イ
は
ず
す
父
は

笑
顔
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

　
帰
っ
て
き
た
父
に
抱
き
付
く
。
親
子
の
心
の
交
流
が
嬉
し
い
。

権
威
あ
る
王
さ
ま
た
り
と
も
平
等
に
死
は
や
つ
て
く
る
善
き
こ
と

を
為
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
縄
　
杉
山
ま
す
ゑ

　「
善
」
の
字
で
深
み
が
出
た
。「
王
さ
ま
」
の
喩
も
効
果
的
。
　

岩
清
水
は
ポ
タ
ッ
ポ
タ
ッ
ポ
タ
リ
ン
と
菫
の
脇
を
流
れ
て
ゆ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

城
廻
　
塩
田
　
文
子

　
素
朴
な
春
の
情
景
が
さ
わ
や
か
。「
菫
の
脇
」
が
絶
妙
な
歌
。

乳
母
車
に
散
歩
の
老
犬
と
出
会
い
あ
ら
あ
ら
い
い
ね
と
首
を
な
で

や
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

逗
子
市
　
湊
　
美
根
子

庭
石
を
テ
ー
ブ
ル
に
し
て
が
び
ち
ょ
う
が
蜜
柑
の
皮
の
食
事
し
て

い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扇
ガ
谷
　
鈴
木
　
久
子

と
ぼ
し
く
も
一
つ
一
つ
が
命
な
り
梅
の
小
枝
に
花
並
び
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

苦
し
み
の
病
な
れ
ど
も
同
病
の
友
見
つ
け
た
り
紅
梅
の
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
望
月
　
和
子

営
々
と
作
り
続
け
る
人
あ
り
て
地
震
で
崩
れ
し
千
枚
田
起
こ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

冬
ぶ
と
ん
軒
下
に
干
し
ひ
な
た
ぼ
こ
猫
も
昼
寝
の
早
春
の
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
模
原
市
　
桜
井
　
真
弓

頬
被
り
し
て
狛
犬
の
鎮
座
す
る
小
動
岬
の
松
に
東
風
吹
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

心
か
ら
言
葉
を
つ
む
ぐ
そ
の
時
に
歌
は
命
を
授
か
る
と
言
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

〈
天
〉
空
の
青
海
の
青
背
に
若
布
揺
れ
　
　
葉
山
町
　
大
塚
喜
代
子

　
い
か
に
も
若
布
が
潮
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
美
味
し
く
育
っ
て
い

く
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

〈
地
〉
花
の
宴
酒
に
酔
わ
ぬ
が
人
に
酔
ふ  

逗
子
市
　
西
尾
美
智
子

　
こ
ん
な
こ
と
は
皆
さ
ん
も
経
験
あ
る
と
こ
ろ
。
特
に
コ
ロ
ナ
明

け
の
花
の
宴
は
ど
う
な
る
こ
と
か
。
酒
に
酔
わ
ぬ
方
が
よ
い
が
。

〈
人
〉
さ
ざ
な
み
の
春
光
の
せ
て
江
の
島
へ
　

逗
子
市
　

濱
野
八
十
一

　
流
れ
る
よ
う
な
表
現
に
臨
場
感
が
生
ま
れ
て
き
た
。
鎌
倉
か
ら

江
の
島
へ
の
景
色
は
日
本
一
と
思
っ
て
い
る
。

門
前
町
路
地
に
沁
み
入
る
初
読
経
　
　
　
　
腰
越
　
松
原
　
　
薫

　
今
年
初
め
て
の
読
経
が
空
い
て
い
る
路
地
に
滲
み
わ
た
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
季
題
が
面
白
く
使
わ
れ
て
い
た
。

枝
枝
の
冬
芽
そ
れ
ぞ
れ
天
を
突
く
　
　
　
　
城
廻
　
塩
田
　
文
子

　
冬
芽
の
強
さ
を
上
手
く
省
略
し
て
十
七
音
に
し
た
作
品
。
調
べ

に
リ
フ
レ
イ
ン
も
入
り
、
豊
か
な
一
句
に
な
っ
た
。
　
　
　
　

千
代
紙
を
折
っ
て
畳
ん
で
紙
雛
　
　
　
　
　
城
廻
　
横
山
　
初
恵

　
写
生
句
の
極
め
つ
け
の
一
句
。
ど
こ
も
見
逃
せ
な
い
紙
雛
の
で

き
て
ゆ
く
の
が
見
え
て
き
た
。

鮟
鱇
の
切
り
身
怪
物
の
影
も
な
し
　
　
　
藤
沢
市
　
黒
田
ま
も
る

春
一
番
新
し
き
帽
お
さ
え
つ
ゝ
　
　
　
　
藤
沢
市
　
森
田
　
順
子

被
災
地
に
届
け
と
ば
か
り
豆
を
ま
く
　
　
　
腰
越
　
吉
田
　
昭
子

聴
診
器
置
か
れ
し
机
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
　
　
　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

降
る
雪
の
中
よ
り
赤
き
郵
便
車
　
　
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

早
咲
き
の
桜
よ
母
が
夢
に
来
る
　
　
　
　
　
　
台
　
大
西
久
美
子

演
歌
女
王
八
代
亜
紀
大
晦
日
逝
く
　
　
　
　
岡
本
　
森
田
　
　
孝

翔
平
の
オ
ー
プ
ン
戦
は
春
珍
事
　
　
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

黙
々
と
生い

の
ち命
砕
い
て
冬
の
星
　
　
　
　
　
　
寺
分
　
松
本
　
賢
悟

卆
寿
び
な
お
だ
や
か
な
笑
み
し
わ
も
な
し
　
　
台
　
橋
本
久
美
子

段
葛
一
気
に
駆
け
て
春
一
番
　
　
　
　
　
山
ノ
内
　
高
橋
　
　
仁

春
の
川
奏
で
は
じ
む
る
水
あ
り
ぬ
　
　
　
　
　
台
　
黒
岩
　
伸
幸

静
止
画
に
紛
れ
込
み
た
り
牡
丹
雪
　
　
　
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

露
天
の
湯
出
れ
ば
闇
夜
の
沈
丁
花
　
　
　
藤
沢
市
　
中
村
　
　
喬

木
村
　
雅
子
　
選

星
野
　
高
士
　
選

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町

　
　
　
長
谷
一
―
一
―
九

 

☎
22
―
３
２
３
６

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

　
　
　
常
盤
二
四
七
―
二

 

☎
31
―
１
４
４
４

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

　
　
　
玉
繩
一
―
一
四
―
一

 

☎
46
―
６
０
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
・
北
鎌
倉

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ 

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
中
央

　
藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
26
―
３
４
３
１

Ａ
Ｓ
Ａ
湘
南
鵠
沼

　
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
34
―
６
９
２
４

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
東
逗
子
・
追
浜

　
横
須
賀
市
浦
郷
町
二
―
六
八

 

☎
０
４
６
―
８
８
４
―
４
０
６
６

Ａ
Ｓ
Ａ
葉
山

　
三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
一
八
◯
八

 

☎
０
４
６
―
８
７
５
―
０
５
１
５

Ａ
Ｓ
Ａ
金
沢
八
景

　
横
浜
市
金
沢
区
六
浦
三
―

一
―
一
〇

 

☎
０
４
５
―
７
０
１
―
８
６
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
北
部

　
横
浜
市
栄
区
笠
間
四
―
一
一
―
九

 

☎
０
４
５
―
８
９
１
―
０
９
８
６

　
４
月
20
日
14
時
、
藤
沢
リ

ラ
ホ
ー
ル
。

　
２
千
回
を
超
え
る
公
演
、

執
筆
等
で
関
心
を
集
め
て
い

る
山
形
由
美
さ
ん
の
フ
ル
ー

ト
と
、
日
本
を
代
表
す
る
ギ

タ
ー
奏
者
・
荘
村
清
志
さ
ん

の
演
奏
で
、
ピ
ア
ソ
ラ
／
リ

ベ
ル
タ
ン
ゴ
、
タ
レ
ガ
／

ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
想
い
出
、

他
。
５
千
円
。
同
ホ
ー
ル
☎

０
４
６
６
・
22
・
２
７
２
１

 

山
形
由
美
～
荘
村
清
志
と
共
に
～

ス
プ
リ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト

　
４
月
５
〜
14
日
極
楽
寺
・

稲
村
ガ
崎
・
鎌
倉
山
３
地
域

で
海
と
山
と
歴
史
と
ア
ー
ト

を
テ
ー
マ
に
26
回
目
と
な
る

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

開
催
。
30
数
カ
所
の
画
廊
、

工
房
、
商
店
な
ど
で
ア
ー
ト

展
示
、
料
理
教
室
や
工
作
な

ど
27
の
体
験
・
講
座
。

▼
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト

▽
藤
村
俊
介
チ
ェ
ロ
コ
ン

サ
ー
ト
　
９
日
15
時
、
極
楽

寺
。
４
千
円
。
▽
福
島
ミ
サ

ト
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
　
13
日
16

時
、
極
楽
寺
。
３
５
０
０
円

▽
長
谷
〜
極
楽
寺
散
策
　
13

日
９
時
15
分
長
谷
駅
集
合
。

光
則
寺
、
収
玄
寺
、
極
楽
寺
。

千
６
百
円
。
▽
稲
村
ガ
崎
史

跡
巡
り
　
14
日
９
時
15
分
稲

村
ガ
崎
駅
集
合
。
寸
心
荘
、

ゆ
か
り
の
文
人
・
著
名
人
の

旧
宅
跡
な
ど
。
２
千
円
。

　
問
合
せ
ど
ん
ぐ
り
工
房
☎

32
・
９
８
３
２

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第
26
回 

鎌
倉　

極
楽
寺
・
稲
村
ガ
崎
・
鎌
倉
山

マイワシの群舞

第
66
回 　

鎌

倉

ま
つ

り

　
４
月
14
・
21
日
、
５
年
振

り
の
行
列
巡
行
や
野
点
席
な

ど
鎌
倉
の
春
の
風
物
詩
で
あ

る
鎌
倉
ま
つ
り
を
開
催
。

▽
行
列
巡
行
　
14
日
10
時
下

馬
〜
鶴
岡
八
幡
宮
。
鎌
倉
市

内
の
お
囃
子
や
お
神
輿
、
伝

統
芸
能
や
文
化
を
継
承
す
る

市
民
団
体
、Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ「
逃

げ
上
手
の
若
君
」
声
優
ら
が

練
り
歩
く
。

▽
静
の
舞
　
14
日
15
時
鶴
岡

八
幡
宮
舞
殿
、演
者
は
泉
流
・

泉
徳
多
佳
さ
ん
。

▽
野
点
席
　
21
日
10
〜
15
時

鶴
岡
八
幡
宮
（
表
千
家
流
）、

高
徳
院
（
裏
千
家
淡
交
会
）。

無
料
。

　
問
合
せ
市
観
光
協
会
☎

23
・
３
０
５
０

国
論
寺
）４
月
７
日
12
時
半
。

▽
二
階
堂
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
19
日
17
時
半
。
▽
ソ

ン
ベ
カ
フ
ェ
24
日
16
時
半
。

各
大
人
５
百
円
、
中
学
生
以
下

無
料
。
要
予
約
。
渡
邉
方
☎

０
９
０・５
１
９
９・
１
６
５
４

flatcafekam
akura@

gmail.com

▼
野
外
保
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
４
月
７
日
13
時
、
葉
山
福

祉
文
化
会
館
。
藤
沢
・
鎌

倉
・
横
浜
・
葉
山
で
自
主

保
育
を
行
な
っ
て
い
る
４

園
の
主
宰
者
が
子
ど
も
と

自
然
に
寄
り
添
う
子
育
ち

を
話
し
合
う
。
森
の
よ
う

ち
え
ん
葉
山
も
り
の
わ
主

催
。
事
前
申
込
千
円
、
当
日

１
１
０
０
円
。
小
林
方
☎

０
８
０・３
５
９
０・３
８
５
８

▼
逗
子
の
市
（
雨
天
中
止
）

　
亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
４
月

17
日
・
５
月
12
・
24
日
８
時

〜
14
時
半
。
雑
貨
･
衣
類
･

手
造
り
品
な
ど
約
20
店
。

▽
骨
董
市
24
日
・
５
月
11
日
７

時
半
〜
14
時
半
。

※
フ
リ
マ
・
骨

董
市
出
店
者
募

集
中
。
片
岡

方
☎
０
９
０ 

・
５
４
４
２ 

・

３
７
７
８

▼
鎌
倉
風
致
保

存
会

▽
み
ど
り
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
　

４
月
６
日
大
仏

切
通
、
13
日
建

長
寺
回
春
院
。

20
日
御
谷
山

林
。
27
日
十
二

所
果
樹
園
。
各

９
時
20
分
現
地

集
合
。
▽
大
佛

茶
亭
公
開
３
日

10
時
▽
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
座
学

６
日
14
時
半
。
▽
古
都
鎌
倉

春
の
緑
と
歴
史
探
訪
24
日
９

時
半
。
☎
23
・６
６
２
１

▼
朝
市

▽
腰
越
漁
協
４
月
４
・
18
日

10
時
〜
売
切
れ
次
第
終
了
。

腰
越
漁
協
事
務
所
前
。
☎

32
・
４
７
４
３

▽
鎌
倉
漁
協
４
月
７
日
10

時
、
鎌
倉
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
駐

車
場
☎
22
・
３
４
０
３

▼
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

▽
フ
ラ
ワ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
４

月
７
・
21
日
11
・
14
時
。
無

料
。
▽
園
長
さ
ん
ぽ
14
日
10

時
頃
。
無
料
。
▽
四
季
の
菊

作
り
春
編
18
日
13
時
半
。
無

料
。
▽
色
鉛
筆
植
物
画
教
室

20
日
10
・
13
時
半
。
２
千

円
。
色
鉛
筆
持
参
。
９
日
締

切
。
▽
母
の
日
の
寄
せ
植
え

作
り
27
日
13
時
半
。
千
５
百

円
。
８
日
締
切
。
▽
多
肉
寄

せ
植
え
作
り
５
月
11
日
13
時

半
。
２
千
円
。
22
日
締
切
。

入
園
料
４
百
円
。
☎
46
・

２
１
８
８

曜
全
15
回
、
玉
縄
青
少
年
会

館
。
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

は
じ
め
た
い
初
心
者
向
け
の

点
訳
講
座
。
２
千
円
。
木
村

方
☎
45
・
３
５
５
５

▼
松
坡
文
庫
研
究
会
第
８
回

講
演
会
「
大
橋
康
邦
と
田
辺

松
坡
」

　
４
月
14
日
14
時
、
鎌
倉
市

中
央
図
書
館
。
大
橋
康
邦
と

そ
の
画
業
、
松
坡
と
の
交
友

や
共
作
の
図
巻
・
画
帖
に
つ

い
て
紹
介
。
無
料
。
要
申

込
。
同
館
☎
25
・
２
６
１
１

▼
第
26
回
鎌
倉
同
人
会
講
座

「
源
氏
物
語
」
か
ら
読
み
取

る
紫
式
部
の
才
能

　
５
月
25
日
14
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
講
師
は

日
本
文
学
古
典
研
究
家
の
大

澤
寛
さ
ん
。
千
円
、
会
員

５
百
円
。
４
月
15
日
か
ら
申

込
。
鎌
倉
同
人
会
☎
61
・

１
９
３
０

▼
こ
ぐ
ま
の
会

　
４
月
４
日
・
５
月
２
日
・

６
月
６
日
10
時
、安
国
論
寺
。

未
就
学
児
童
と
家
族
の
た
め

の
あ
そ
び
場
。
保
健
師
へ
悩

み
事
の
相
談
も
。
予
約
不

要
。
無
料
。
小
柴
方
☎
22
・

１
１
９
８

▼
地
域
食
堂
ゆ
き
の
し
た

　
４
月
６
日
12
時
、
カ
ト
リ
ッ

ク
雪
ノ
下
教
会
。
４
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
予
約
不
要
。
無
料
。
☎

０
９
０・４
７
５
９・８
７
１
１

▼
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

　
誰
で
も
参
加
で
き
る
地
域

食
堂
。
▽
お
て
ら
食
堂
（
安

浜
な
ど
の
日
本
の
楽
曲
を

２
部
構
成
で
演
奏
。
ピ
ア

ノ
は
太
田
彌
生
さ
ん
ら
。

２
千
円
。
小
野
田
方
☎

０
４
６
６
・
27
・
１
８
４
５

▼
第
９
回
か
ま
く
ら
の
風
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト

　
４
月
14
日
14
時
、
鎌
倉
婦

人
子
供
会
館
。
倉
元
明
宏
さ

ん
、
西
村
魁
さ
ん
ら
の
サ

ク
ソ
フ
ォ
ン
四
重
奏
で
プ

ラ
ネ
ル
の
バ
ー
レ
ス
ク
な

ど
。
２
８
０
０
円
。
☎
22
・

０
５
０
７

▼
湘
南
ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
　
第
33
回
定
期
演
奏
会

　
５
月
５
日
14
時
、
逗
子
文

化
プ
ラ
ザ
。
指
揮
前
澤
均

さ
ん
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
古
賀

朝
也
さ
ん
。
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
の
ハ
フ
ナ
ー
、
チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
の
イ
タ
リ
ア

奇
想
曲
な
ど
。
千
円
。
☎

０
４
６
・
８
７
２
・
３
１
０
７

▼
点
訳
者
養
成
講
座

　
５
月
９
日
〜
９
月
26
日
木

▼
鎌
倉
の
廃
寺
―
寺
社
の
興
亡

―Master Piece Collection 
2024　

６
月
29
日
ま
で
鎌
倉
歴
史

文
化
交
流
館
。
長
い
歴
史
の

な
か
で
失
わ
れ
た
廃
寺
に
つ

い
て
、
市
指
定
の
各
廃
寺
か

ら
の
出
土
品
の
展
示
と
と
も

に
偲
ぶ
。
４
百
円
。
市
生
涯

学
習
課
☎
73
・
８
５
０
１

▼
特
別
展
　
国
宝
文
選
集
注

と
い
た
だ
き
も
の
⁉

　
５
月
19
日
ま
で
県
立
金

沢
文
庫
。
国
宝
文
選
集
注

な
ど
の
称
名
寺
の
名
品
と

県
民
寄
贈
・
寄
託
資
料

を
紹
介
。
４
百
円
。
☎

０
４
５
・
７
０
１
・
９
０
６
９

▼
帰
っ
て
来
た
橋
本
治
展

　
６
月
２
日
ま
で
県
立
神

奈
川
近
代
文
学
館
。
戦
後

に
生
ま
れ
平
成
最
後
の
年

に
逝
去
し
た
小
説
家
・
橋

本
治
の
直
筆
原
稿
な
ど
の

所
蔵
資
料
を
中
心
に
生
涯

を
た
ど
る
。
７
百
円
。
☎

０
４
５
・
６
２
２
・
６
６
６
６

▼
北
鎌
倉
ギ
ャ
ラ
リ
ー
月

▽
蔵
書
票
　
騎
士
物
語
　

　
４
月
６
〜
14
日
。
書
籍
の

所
有
者
名
を
記
し
た
小
版
画
・

蔵
書
票
の
中
で
も
様
々
な
騎

士
た
ち
を
集
め
た
30
点
。

▽
２
０
２
４
蟬
丸
個
展
　

　
４
月
27
日
〜
５
月
６
日
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
周
年
記
念
で

蟬
丸
の
猫
の
陶
作
品
と
桜
板

絵
約
50
点
。
初
日
16
時
パ
ー

テ
ィ
ー
参
加
自
由
。
☎
22
・

２
９
１
３

▼
フ
ラ
ン
シ
ス
真
悟
―
色
と

空
間
を
冒
険
す
る

　
６
月
９
日
ま
で
茅
ヶ
崎
市

美
術
館
。
絵
画
の
メ
デ
ィ
ウ

ム
を
実
験
的
に
扱
い
制
作
す

る
フ
ラ
ン
シ
ス
の
初
期
作
品

か
ら
最
新
作
ま
で
を
紹
介
。

８
百
円
。
☎
88
・
１
１
７
７

▼
草
野
啓
利
　
暮
ら
し
を
彩

る
ガ
ラ
ス
展

　
４
月
８
日
〜
５
月
30
日
鎌

倉
小
町
通
り
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一

翆
堂
。
日
々
の
暮
ら
し
を
彩
る

花
器
、
鉢
、
皿
な
ど
の
食
卓
を

華
や
げ
る
器
約
１
０
０
点
。
☎

22
・
３
７
６
９

▼
第
32
回
　
葉
山
芸
術
祭

　
４
月
20
日
〜
５
月
12
日

葉
山
一
色
地
区
は
じ
め
各

所
。
市
民
に
よ
る
展
覧
会
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
コ
ン

サ
ー
ト
等
参
加
企
画
の
集
合

か
ら
な
る
芸
術
祭
。
▽
森
山

神
社
よ
い
み
や
ま
つ
り
４
月

20
・
21
日
。
▽
青
空
ア
ー

ト
市
５
月
11
・
12
日
。
実

行
委contact@hayama-

artfes.org

▼
グ
リ
ー
ン
シ
ネ
マ
か
ま
く
ら

　
４
月
12
・
13
・
21
・
22
日

「
都
市
を
耕
す
エ
デ
ィ
ブ
ル
シ

テ
ィ
」。
１
２
０
０
円
。
要
申
込
。

☎
０
５
０・１
８
０
８・５
５
９
５

▼
湘
南
グ
ル
ー
プ
〜
日
本
の
う
た

・
歌
・
詩
〜
春
の
コ
ン
サ
ー
ト

　
４
月
13
日
14
時
、
磯
子
区

民
文
化
セ
ン
タ
ー
杉
田
劇

場
。
荒
城
の
月
、
九
十
九
里

中
なか

島
じま

 和
かず

子
こ

 さん 

鎌倉市文化協会理事長に

就任した

●ペット紹介　写真・
紹介文と住所、氏名、
☎明記。掲載後写真を
カレンダーにして贈呈。
info@kamakura-asahi.com
●歌壇・俳壇　
ハガキ１枚に３首（句）
まで。同じ面に住所、氏
名、☎を明記。１面題
字下住所の鎌倉朝日へ。

≪投稿募集≫

●
芽
吹
き
眩
し
い
柳

　
４
月
。
卯
月
。
季
節
は
巡

り
、
愈
々
春
。
柳
は
芽
吹
き

花
の
色
香
も
華
や
か
。

　
柳
の
枝
は
芽
吹
く
頃
が
美

し
く
力
強
い
。
そ
の
逞
し
さ

を
縁
起
の
よ
さ
に
見
立
て
た
。

　
万
葉
集
に
は
水
田
へ
田
の

神
を
招
く
た
め
、
柳
を
頭
に

挿
し
豊
作
を
祈
願
し
た
歌

が
。
ま
た
魔
除
け
、
厄
除
け

に
柳
を
髪
飾
り
に
し
た
風
習

は
枕
草
子
も
綴
る
。

　
さ
ら
に
柳
の
枝
を
持
つ
揚よ

う

柳り
ゅ
う

観
音
は
、
病
を
癒
す
と

信
仰
さ
れ
た
。

　
一
方
、
興
味
深
い
の
は
王

朝
の
衣
裳
の
重
ね
着
の
色
目
の

「
青
柳
」。
柳
の
色
を
濃
淡
で
重

ね
る
冬
か
ら
春
へ
の
装
い
。春
、

朱
雀
大
路
の
柳
の
街
路
樹
は

緑
も
眩
し
く
微
笑
む
。

　
古
今
集
に
は

　
　
見
渡
せ
ば
　
柳
桜
を
こ

　
　
き
ま
ぜ
て
　
都
ぞ
春
の

　
　
錦
な
り
け
る

　
平
安
京
の
柳
の
街
路
樹
が

人
々
に
憩
い
を
与
え
た
よ
う

に
、
近
代
的
街
路
樹
は
横
浜

馬
車
道
（
慶
応
３
年
）
に
柳
・

佐
伯
　
仁

87

松
が
整
備
さ
れ
た
。
そ
の
17

年
後
、
銀
座
に
枝
垂
れ
柳
が

お
目
見
え
。

　
旅
す
る
芭
蕉
は
栃
木
・
芦

野
で
敬
愛
す
る
西
行
伝
説
の

遊
行
柳
の
下
で
し
ば
し
瞑

想
。
フ
ッ
と
気
づ
く
と
目
の

前
の
田
圃
の
田
植
え
は
終
わ

っ
て
い
た
。
水
面
を
見
る
と

早
苗
は
整
然
と
並
ぶ
。
見
上

げ
る
空
に
柳
は
揺
れ
、
駆
け

抜
け
る
風
の
後
姿
が
あ
る
だ

け
。

　
田
一
枚
　
植
え
て
立
ち
去
る

　
柳
か
な
　
　
　
　
　
芭
蕉

　
音
楽
、
美
術
、
演
劇
、
芸
能

…
。
鎌
倉
市
に
あ
る
文
化
団
体

19
連
盟
、
１
８
４
団
体
、
約

６
７
０
０
人
を
率
い
る
理
事
長

に
、
４
月
１
日
就
い
た
。「
み

ん
な
と
一
緒
に
ち
ょ
っ
と
ず
つ

前
に
進
ん
で
、
残
す
べ
き
文
化

を
残
し
て
い
き
た
い
」。

　
１
９
７
６
年
に
結
成
し
た
劇

団
鎌
倉
小
劇
場
の
発
足
メ
ン

バ
ー
で
、
現
代
表
。
鎌
倉
演
劇

連
盟
の
代
表
で
も
あ
る
。

　
鎌
倉
市
役
所
に
務
め
て
い
た

父
も
、
小
学
校
の
教
諭
だ
っ
た

母
も
演
劇
好
き
。
子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
歌

舞
伎
に
連
れ
て
い
か
れ
た
。
祖

母
は
三
味
線
奏
者
で
、
弟
子
が

た
く
さ
ん
い
た
。
３
歳
の
こ
ろ

に
は
日
舞
の
稽
古
に
通
わ
さ
れ

た
。
踊
り
は
や
め
た
も
の
の
、

膝
の
上
に
乗
せ
て
テ
レ
ビ
を

見
て
い
た
祖
母
か
ら
は
「（
ブ

ラ
ウ
ン
管
の
）
向
こ
う
側
の
人

に
な
る
の
よ
」
と
言
わ
れ
て

育
っ
た
。

　
北
鎌
倉
女
子
学
園
高
校
に
入

る
と
迷
わ
ず
演
劇
部
へ
。「
と

も
か
く
芝
居
が
し
た
か
っ
た
。

発
熱
で
授
業
を
休
ん
で
も
、
演

劇
部
に
は
行
っ
た
」。

　
進
学
せ
ず
に
演
劇
を
や
り
た

か
っ
た
が
、
父
に
反
対
さ
れ
法

政
大
学
文
学
部
へ
。
大
学
に
行

き
な
が
ら
、
い
ろ
ん
な
劇
団
の

裏
方
な
ど
を
務
め
た
。
在
学
中

に
、
鎌
倉
に
縁
の
あ
る
演
劇
好

き
が
集
ま
り
、
そ
れ
ま
で
の
劇

団
を
引
き
継
ぐ
形
で
鎌
倉
小
劇

場
を
つ
く
っ
た
。「
築
地
小
劇

場
に
負
け
な
い
も
の
を
」
と
い

う
意
気
込
み
だ
っ
た
。

　
当
初
は
子
ど
も
の
観
客
が
多

く
、
親
子
劇
場
と
し
て
年
２
回

公
演
し
た
。
次
第
に
オ
リ
ジ
ナ

ル
作
品
中
心
に
な
り
、
90
年
代

に
歌
と
ダ
ン
ス
を
取
り
入
れ
た

音
楽
劇
と
な
っ
た
。
台
本
や
歌

詞
は
自
身
で
書
き
、
い
ま
も
年

２
回
の
公
演
は
欠
か
さ
な
い
。

　
芝
居
を
続
け
る
た
め
に
、
飲

み
屋
を
開
い
た
り
、
配
送
業
な

ど
で
お
金
を
稼
い
だ
り
も
し

た
。
照
明
技
術
者
の
資
格
を
持

ち
、
い
ろ
ん
な
劇
団
や
イ
ベ
ン

ト
の
裏
方
も
務
め
て
き
た
。

　
と
こ
ろ
が
こ
の
３
年
ほ
ど
、

コ
ロ
ナ
で
芝
居
が
で
き
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
書
い
た
の
が
。
去

年
12
月
に
公
演
し
た
「
能
あ
る

鷹
は
爪
磨
く
⁉
」。
芸
能
事
務

所
が
舞
台
で
自
身
が
社
長
役
。

子
役
で
名
を
成
し
た
社
長
は
、

い
ま
は
新
人
を
養
成
し
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
、
売
れ
る
と
み

ん
な
独
立
。
そ
こ
に
、
あ
る
人

物
が
登
場
し
て
、
変
化
が
―
。

「
爪
を
磨
い
て
、
い
つ
か
は
や

る
ぞ
と
い
う
作
品
」だ
と
い
う
。

　
協
会
は
１
９
６
４
年
発
足
。

来
年
１
月
に
60
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
を
計
画
し
て
い
る
。
50
周

年
は
内
輪
で
祝
っ
た
の
で
、
今

回
は
外
に
発
信
し
た
い
。
も
う

一
つ
の
懸
案
は
独
自
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
る
こ
と
。
こ
れ
も

発
信
力
を
高
め
る
た
め
だ
。

　「
高
齢
者
の
鎌
倉
と
言
わ
れ

る
け
ど
、
そ
の
方
あ
っ
て
の
鎌

倉
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に

文
化
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
い

た
い
」。

　「
住
所
不
定
、
年
齢
不
詳
、

性
別
不
明
」
が
モ
ッ
ト
ー
。
だ

が
、
住
み
家
は
あ
る
。
両
親
を

見
送
り
、
小
町
通
り
に
近
い
自

宅
で
一
人
暮
ら
し
。
後
輩
や
仲

間
が
集
ま
り
賑
や
か
と
い
う
。

　（
文
・
写
真
　
真
田
正
明
）

柳
は
緑
　
花
は
紅

▼
鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会

▽
江
ノ
電
の
魅
力
に
触
れ
春

の
鎌
倉
散
歩
４
月
10
・
15
・

19
・
26
日
９
時
半
鎌
倉
駅
西

口
時
計
台
広
場
集
合
。約
６
・

５
㎞
。
７
百
円
。
▽
六
国
見

山
で
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
探
し
４

月
17
・
22
日
９
時
Ｊ
Ｒ
大
船

駅
北
改
札
下
集
合
。
約
４
・

５
㎞
。
７
百
円
。
▽
頼
朝
の

愛
し
た
三
崎
・
三
御
所
巡
り

４
月
12
日
９
時
半
京
急
三
崎

口
駅
改
札
出
口
集
合
。
約
４

㎞
。
７
百
円
。

各
Ｈ
Ｐ
か
ら
申
込
。
交
通

費
、
拝
観
料
等
別
。
☎
24
・

６
５
４
８

▼
鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会

▽
バ
ザ
ー
４
月
14
日
10
〜
14

時
、
同
会
藤
沢
倉
庫
（
藤
沢

中
学
へ
上
る
手
前
の
信
号
右

折
の
長
屋
）。毎
月
第
２
日
曜
、

雨
天
開
催
。
※
献
品
受
付
衣

類
・
着
物
・
雑
貨
・
支
援
用

食
糧
品
。
☎
44
・
９
８
３
０

▽
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
で
ア
ジ

ア
寺
子
屋
支
援
未
使
用
切
手・プ

リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
な
ど
も
。
鎌

倉
市
関
谷
３
８
７
―
13
鎌
倉

ユ
ネ
ス
コ
協
会
・
小
倉
宛
。
☎

０
８
０・６
６
０
２・９
４
９
８

▼
北
鎌
倉
・
台
峯
の
緑
を
と

も
に

▽
山
の
手
入
れ
４
月
20
日
10

時
、
山
ノ
内
配
水
池
脇
。

▽
山
歩
き
21
日
９
時
、
山
ノ

内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景
観

を
後
世
に
伝
え
る
基
金
。
本

田
方
☎
０
９
０
・
６
５
０
２
・

２
４
７
０

▼
葉
山
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
４

　
５
月
12
日
南
郷
上
ノ
山
公

園
。
葉
山

町
在
住
在

勤
在
学
者

対
象
。
小

学
生
１
・

５
㎞
、
中

学
生
以
上

３
・０
㎞
の

コ
ー
ス
。

小
学
生
８

百
円
、
中

学
生
以
上

千
２
百
円
。

申
込
は
４

月
８
〜
12

日
。
Ｈ
Ｐ

か
ら
申
込
。

http://www.
hayamariku
jo.info/

荘村清志さん

山形由美さん

　
４
月
３
〜
７
日
鎌
倉
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
。

　
１
９
８
１
年
か
ら
活
動
す

る
鎌
倉
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
の
写

真
展
。
課
題
部
門
「
鎌
倉
あ

る
日
あ
る
時
」、
創
作
部
門
な

ど
計
４
部
門
93
作
品
を
展
示
。

指
導
講
師
は
長
沼
勝
さ
ん
、

米
山
悦
朗
さ
ん
。
石
井
方
☎

０
８
０・５
５
１
７・２
２
３
９

第
29
回　

鎌
倉
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
写
真
展「静寂」友田寛之さん

名越やすらぎセンター
☎25・1188

施　設　名 催　し　名 日　時 

腰越なごやかセンター
☎31・0800

フライパンで作るりんごのケーキ（800円）
江ノ島道を、ちょこっと探検

教養センター
☎32・1221

茶道を楽しく学ぶ・体験する（200円）
エコノミークラス症候群予防体操

今泉さわやかセンター
☎45・4611
玉縄すこやかセンター
☎47・1338

ちょこっと探検・玉縄城址
ふれあい入浴～お風呂で楽しく交流

私だけの香りオイルをつくろう（500円）
麹を使ったスイーツ作り（500円）

ストレッチと筋トレで貯筋しよう！
はじめてのヨガ

4月14日10時
5月18日10時
4月20日10時
5月11日10時

4月20日10時
5月19日11時

4月20日10時
5月18日10時

4月27日13時半
5月19日10時

鎌倉市在住の小学生以上対象　４月１日９時から各センターへ申込（先着順）

　
新
江
ノ
島
水
族
館
（
藤
沢

市
片
瀬
海
岸
２
丁
目
、
愛
称

え
の
す
い
）
が
、
４
月
16
日

え
の
す
い
20
周
年
特
別
展

イ
ル
カ
シ
ョ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
改
装
オ
ー
プ
ン

に
開
業
20
周
年
を
迎
え
る
。

７
月
７
日
ま
で
「
20
周
年
特

別
展
」
と
し
て
、
そ
の
あ
ゆ

み
を
記
録
写
真
や
動
画
で
振

り
返
る
ほ
か
、
期
間
中
は
連

日
イ
ワ
シ
の
群
舞
な
ど
の
特

別
シ
ョ
ー
を
行
う
。
昨
年
12

月
か
ら
改
修
で
閉
鎖
し
て
い

た
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム

も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。

　
▼
ア
カ
ク
ラ
ゲ
の
展
示

（
16
日
〜
５
月
30
日
）、「
え
の

す
い
生
ま
れ
の
カ
タ
ク
チ
イ

ワ
シ
」
の
展
示
（
６
月
１
日
〜

７
月
７
日
）
▼
マ
イ
ワ
シ
約

８
０
０
０
匹
の
群
舞
を
楽

し
む
特
別
シ
ョ
ー
を
連
日
約

５
分
間 

▼
新
演
出
で
ク
ラ

ゲ
の
魅
力
を
紹
介
す
る
「
海

月
の
宇そ

宙ら

」。こ
の
ほ
か
バ
ッ

ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
、「
江
の

島
に
続
く
不
思
議
な
道
〜
ト

ン
ボ
ロ
を
歩
こ
う
」
な
ど
イ

ベ
ン
ト
多
数
。

　
入
場
料
を
４
月
１
日
か

ら
改
訂
。
新
料
金
大
人

２
８
０
０
円
ほ
か
。
同
館
☎

０
４
６
６
・
29
・
９
９
６
０

鎌倉市中央図書館 （2月分）
　鎌倉市中央図書館(☎25･2611)は２月に一般45冊、
児童書 42冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。
　▼　「不完全な司書」青木海青子著　晶文社▼「鴻上尚
史のおっとどっこいほがらか人生相談－息苦しい「世
間」を楽に生きる処方箋」鴻上尚史著　朝日新聞出版
▼「ブッダという男－初期仏典を読みとく」清水俊

史著　筑摩書房（ちくま新書）▼「図説渋谷一族の歴
史と源平合戦」加藤美勝著　叢文社▼「現代韓国を知
るための 61 章」第３版　石坂浩一編著　明石書店（エ
リア・スタディーズ）▼「財政と民主主義－人間が信
頼し合える社会へ」神野直彦著　岩波書店（岩波新書）
　▼「ジェンダー史 10 講」姫岡とし子著　岩波書店
（岩波新書）▼「原発事故、ひとりひとりの記憶－３.11
から今に続くこと」吉田千亜著　岩波書店（岩波ジュ
ニア新書）▼「『忘れられた日本人』をひらく－宮本
常一と「世間」のデモクラシー」若林恵著　畑中章宏
著　黒鳥社（blkswn paper）▼「山と言葉のあいだ」
石川美子著　ベルリブロ▼「海の見える風景」早川義
夫著　文遊社▼「イギリスのお菓子と本と旅－アガサ・
クリスティーの食卓」北野佐久子著　二見書房▼「独
裁者の学校」エーリヒ・ケストナー作　岩波書店（岩
波文庫）▼「なんちゃってホットサンド」小川糸著　
幻冬舎（幻冬舎文庫）▼「受験生は謎解きに向かない」
ホリー・ジャクソン著　東京創元社（創元推理文庫）

詳細・申込 (WEB・往復ハガキ )は下記URLからご確認ください。
◆会場 :鎌倉女子大学大船キャンパス視聴覚ホール（図書館棟）
◆受講料：A～H各 3,000 円、特別講座資料代 500 円
（各コース初回時に納付・現金のみ）◆申込期限：4/22
◆申込先・問合せ：鎌倉女子大学生涯学習センター
〒 247-8512 鎌倉市大船 6‐1‐3　☎ 0467・44・2287
https://www.kamakura-u.ac.jp/houjin/index.html

ｺｰｽ 2024 年度前期開講講座名 日程・回数

Ａ 日本精神史講座：
「日本人の心」

5/15・6/12・7/10（水）
14:20～15:50・全 3回

B 建築学講座：
図から読み解く日本建築（3）

5/17・ 6/7・7/19（金）
14:20～15:50・全 3回

C 世界宗教史講座：
聖書が伝える３つの重要な言葉

5/27 ・ 6/24・7/29（月）
14:20～15:50・全 3回

D 生活実践講座：
身近な法律問題を考える

5/21・6/18・7/23（火）
14:20～15:50・全 3回

E 日本文学講座：
『万葉集』藤原氏の歌々

5/13・6/10・7/8（月）
14:20～15:50・全 3回

F 文化学講座：
中国の書 -漢字文化を考える -（1)

5/20・6/17・7/22（月）
10:20～11:50・全 3回

G 音楽芸術講座：
目と耳で楽しむクラシック音楽

5/31・6/28・7/26（金）
10:20～11:50・全 3回

H 美術講座：西洋から見た日本美術の
魅力 -日本美術と西洋美術の特徴 -

5/10・6/14・7/5（金）
14:20～15:50・全 3回

特
別
講
座
リカレント教育で人生をより豊かに

6/6（木）10:20～11:50
6/20（木）14:20～15:50
7/11（木）14:20～15:50

鎌倉女子大学生涯学習センター公開講座

現
代
美
術 

買
取
・
販
売

草
間 

彌
生

村
上 

隆　
か
ほ

　
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、

イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ

の
過
酷
な
戦
争
の
情
報
に
触

れ
る
た
び
に
、
私
は
先
の
ヘ

シ
オ
ド
ス
の
人
類
の
滅
亡
神

話
を
思
い
浮
か
べ
る
。
そ
し

て
、
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
の
決
し
て

敵
を
作
ら
な
い
融
和
と
平
和

の
巡
幸
の
旅
を
同
時
に
想
起

す
る
の
で
あ
る
。
私
は
、
ヤ

マ
ト
ヒ
メ
の
巡
幸
の
旅
を
た

ど
っ
て
み
る
な
ら
、そ
こ
に
、

今
日
の
平
和
を
築
く
鍵
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。

　
漢
文
体
で
書

か
れ
た
「
倭
姫

命
世
紀
」
を
読

み
下
し
、
ヤ
マ

ト
ヒ
メ
の
旅
路

を
想
像
す
る
の

は
、
現
代
の
私
た
ち
に
は
難

し
い
。
し
か
し
最
近
、
ヤ
マ

ト
ヒ
メ
の
巡
幸
の
様
子
を
分

か
り
や
す
く
綴
っ
た
案
内
書

が
２
冊
出
版
さ
れ
た
の
は
喜

ば
し
い
。

　
一
冊
は
、
桜
井
治
男
（
皇

學
館
大
学
名
誉
教
授
）
と
川

村
一
代
（
神
職
）
の
『
元
伊

勢
　
倭
姫
命
を
訪
ね
て
』（
晶

文
社
）
で
あ
る
。
こ
の
本
は

お
二
人
の
対
談
形
式
に
な
っ

て
お
り
、
と
て
も
読
み
や
す

い
。
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
の
魂
の
躍

動
感
が
生
き
生
き
と
伝
わ
っ

て
く
る
好
書
で
あ
る
。

　
も
う
一
冊
は
、
石
垣
仁
久

（
神
宮
禰
宜
）、
渡
辺
卓
（
國

學
院
准
教
授
）、
稲
田
美
織

（
写
真
家
）
に
よ
る
『
旅
す

る
皇
女
倭
姫
命
　
伊
勢
神
宮

の
は
じ
ま
り
』（
小
学
館
）。

３
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
の

立
場
か
ら
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
の
偉

業
を
リ
ア
ル
に
描
き
出
し
て

い
る
。私
に
は
と
り
わ
け「
倭

姫
命
世
記
」
の
口
語
訳
が
有

り
難
か
っ
た
。
ま
た
解
説
の

パ
ー
ト
も
新
し
い
研
究
を
惜

し
み
な
く
取
り
込
ん
で
い

て
、
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
像
が
さ
ら

に
鮮
明
に
な
っ
た
。
稲
田
さ

ん
の
カ
ラ
ー
写
真
も
と
て
も

美
し
く
、
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
の
霊

性
を
実
に
見
事
に
写
し
取
っ

て
い
る
。

　
こ
の
２
書
に
触
れ
て
み
る

と
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ヤ

マ
ト
ヒ
メ
の
は
た
ら
き
が
さ

ら
に
立
ち
現
れ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
強
い
予
感

を
感
じ
た
。
失
わ
れ
た
日
本

を
取
り
戻
し
、
世
界
平
和
を

祈
る
よ
す
が
と
し
て
、
こ
の

タ
イ
ム
リ
ー
な
記
念
出
版
と

な
っ
た
書
籍
を
お
す
す
め
し

た
い
。

　（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
・

鎌
倉
て
ら
こ
や
顧
問
）

ヤ
マ
ト
ヒ
メ
の
国
づ
く
り
の
旅
が
伝
え
る
現
代

へ
の
警
告
（
そ
の
２
）

池
田
雅
之

57

『旅する皇女倭姫命』


